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設計部の生産性を考える

プロセス設計塾（PSJ） 西本明弘

ak246010@yahoo.co.jp

第15回知識・技術・技能の伝承支援研究会（SIG-KST）講演資料 2012.3.1

i-DSMによる設計プロセス設計から見えてくるもの

DSM手法 i-DSM手法従来手法

略歴

integrated Design Structure Matrix

• 小型トラック・バスのシャシーフレーム設計

• 通帳プリンター、ＰＯＳプリンター、漢字OCRスキャナーなどの開発

• 設計プロセスの設計コンサルティング

工作機械、自動車部品、ボデー初期検討、４気筒エンジン構想、船舶配置設計など
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プロセス設計塾

紹介

名刺裏面

プロセス

Input

Output

設計部の課題解決

を支援いたします

・ 業務分担・オペレーションは最適ですか？

・ クリティカルパスは把握できていますか？

・ 他部門との連携はスムーズですか？

・ 設計手順の伝承は進んでいますか？

・ 業務改善のポイントは明確ですか？

Gantt Chart

Design Structure Matrix

参考文献 ： i-DSMによる製品設計プロセスモデリングに関する考察 2008 機械学会

設計プロセスを効率的に

可視化して解決を図ります
プロセス NoNoNoNo 1111 2222 3333 4444 5555 6666仕様決定 1111Ｎ１１２　設計 2222 ○○○○Ｎ１１０　設計 3333 ○○○○Ｎ１２２　設計 4444 ○○○○ ○○○○Ｎ２２３　設計 5555 ○○○○ ○○○○Ｎ２２０　設計 6666 ○○○○ ○○○○ 3

4

5

6

• 多様な設計・開発経験をベースにした実践的（現場で使える）視点

• DSMを使いこなす技術の研究（2003~）と適用ノウハウの蓄積

• 個人研究者なので大手ファームのチームコンサルより低コスト

お客様で１から取り組まれると、ロジックその他の試行錯誤で数年かかります

Why プロセス設計塾
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Knowledge MGT

知識の可視化
プロダクトの可視化

プロセスの

可視化・最適化

開発業務改革

設計ナビ

3D CAD

DMU

PDM

生技ナビ

CAE

べからず集

過去トラDB

検索（Pull)型ナレッジでは、

ヒット率が低く使われない

（知識が忘れ去られる）

最適手順を提示し、

それに紐づいたナレッジを

Push型で提供

（使いたくなるシステム）

組織をまたがる手戻り

最小の検討手順で

コンカレント開発

組織の壁で

上手くコンカレント開発

できない

課題

Solution

i-DSM手法

検討プロセスを

充分考えずに作った

CADテンプレート

プロセスと道具の関係

導入したITシステム・ツールは設計者の負荷軽減に役立っていますか？

仏（ITシステム・ツール） 魂（業務プロセスとの整合）に は入っていますか？

課題認識
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詳細設計構想設計企画（仕様設計） 生産

ムダがある（かどうかも判らない）

複雑な設計プロセス

ムラのある属人スキル・ノウハウ

ムラ（日々変化）のあるクリティカルパス

設計プロセス設計

（可視化・最適化）
ムリ？なSPEC

開発日程

ムダな作業の発生

ムラのある

設計品質

ムラのある

出図時期

合理的調整

の仕組み

SPC

プロセス連携

の仕組み

リアルタイム開発プロセスマネジメント

（変化に即応した管理）=SVPM
リコール

Step1

Step1

設計プロセスが内包する課題（ムリ・ムダ・ムラ）と対策

設計手順・ノウハウ

の伝承・IT Tool化

ムリ・ムダ・ムラは多くの問題を誘発します

対策のStep1は設計プロセス設計（可視化・最適化）です。i-DSM手法では、同時に設計

手順書が出来上がります。設計プロセスが明らかになれば、上・下流プロセスとの連携

検討など、次の対策に進めます

工数の1%くらいはプロセス設計に投入しても開発効率と設計品質Upで元はとれるので

はないでしょうか？

設計変更７３％削減の事例も

課題認識

人工知能学会第２種研究会資料 
SIG-KST-2011-03-03(2012-03-01)

*)本資料の著作権は著者に帰属します。
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設計・開発の多様な問題を、単純な（現場で使える）i-DSM手法で解決を図ります

ムリ・ムダ・ムラが誘発する諸問題

問題例

ベテランの設計手順やノウハウが伝承されず、過去と同じ問題が再発

複数部門をまたがる見えない検討ループにより、ムダなやり直し検討があっても判らない

顧客ニーズ対応との理由で仕様変更が頻発し、手戻り検討に追われる

自分のInput情報が変更されたことを知らずに、古い情報でムダな検討をする

自分のOutput情報の参照者が判らず、変更の連絡もれで後工程に重大インパクト

開発終了時に検討構造が残らないので（別人が引き継いだ場合）後年の設変時に余病を誘発

ベテランの暗黙知を伝承・ITツール化したいが、設計手順・ノウハウを整理する良い方法が無い

設計業務効率化にトライしたが、従来のＱＣ手法では上手くいかなかった

設計業務を効率化したいが、プロセスが見えないので改善の糸口がつかめない

設計・開発部隊は常に過負荷で、新規分野に人を投入できない

開発工数の見積もりが甘く、残業・休出で開発日程に対応

多様なメンバー（部署、職種、協力会社）による開発の計画精度が低い（全て解る人はいない）

開発終了時に工数構造が記録されず、次期開発計画に生かされない

設計プロセス・進捗がリアルタイムで見えないので、生産部門の要望を言うタイミングを失する

設計プロセス・進捗がリアルタイムで見えないので、出図期限などのイベント管理しかできない

設計プロセスのループやクリティカルパスが判らず、応援や重点管理の優先順位が判らない

設計・開発プロセスのボトルネックが判らず、最適なリソース増強ポイントが判らない

業務の一部をアウトソーシングしたいが、ノウハウ流出を最小化する業務モジュールが判らない

開発終了時に工数構造が記録されず、コストの把握や仕様変更に係る対外折衝の根拠が弱い

設計者

管理者

経営者

青字にはSVPMが

有効と思われる

課題認識
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設計プロセスを設計する i-DSM手法 概説

単純な（現場で使える）i-DSMで“設計プロセスを設計（可視化・最適化）”し、

ムリ・ムダ・ムラを排除して開発効率・設計品質をUpする

“i-DSMによる製品設計プロセスモデリングに関する考察” 西本
機械学会 第18回設計工学・システム部門講演会

DSM 関連
スティーブンD.エッピンガー｢デザイン・ストラクチャー・マトリクス法

ハーバードビジネスレビュー2003年2月号、ダイアモンド社

機械工学便覧 設計工学 2007年版

参考文献

手法の目的

IPO

WBS

DFD

DSM

QFD

AHPi-DSM

工学知識

設計実務

IT系

PM系

品質工学

設計工学

意思決定

多様な要素

の融合

integrated Design Structure Matrix

Copyright © 2012 PSJ All Rights Reserved 7

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

ボデー設計者A

担当範囲

シャシー設計者B

担当範囲

XX検討図

X1部品図

YY検討図

X2部品図

Y1部品図

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

サプライヤ 担当範囲

ZZ検討図

Z1部品図

設計要素

設計要素

現状業務分担

設計プロセスの理解（モデル化）

両方向は

相互参照

人・図面・設計要素 モデル （設計要素ネットワーク図）

自分のOutputがどこで

使われるか判らない

チーム設計において、設計要素（プロセス）間にループがあると手戻り作業を誘発しますが、

組織・職種の壁により、鳥瞰的にループを認識（可視化）することは通常困難です

意思決定＝

ムダがあるか

どうかも判らない
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i-DSM手法は、設計要素（プロセス）間のループを可視化し、業務分担見直しやムダなループを

排除し、必要ループ（すり合わせ）が充実するよう組織の壁を越えたプロセス設計が可能です

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素
設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

あるべき業務分担

ムダなループを無くし、必要なループ（すり合わせ）

を明確化・充実させることで、設計品質をUpする

ボデー設計者A

担当範囲

シャシー設計者B

担当範囲

サプライヤ 担当範囲

設計プロセスの理解（モデル化）

ループを個人に集約すると、検討自由度が

増し、標準部品の採用などしやすくなる
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ベテラン設計者

新人設計者

ベテランの設計プロセス（ノウハウ）を最適化して伝承する必要がありますが、

頭の中が整理されているとは限りません

設計要素レベルに分解して精査する必要があります

形状決定の工学的裏づけを精査する

失敗の数だけノウハウを持っている

検討がアマイ

設計要素

設計要素

設備要件

設計要素

意匠面

過去トラA

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

X部品図

X検討図

設計要素

設計要素

過去トラB

コスト情報

素材特性A

疲労データ

Ｘ計算

Y計算

共通部品

設計要素

X計算書

実験データ

設計要素

設計要素

意匠面

過去トラA

設計要素

設計要素

設計要素

設計要素

X部品図

X検討図

設計要素

設計要素

コスト情報

素材特性A

Ｘ計算

共通部品

設計要素

X計算書

実験データ

素材特性B

ノウハウ

ノウハウ
ノウハウノウハウ

ノウハウ
ノウハウ

ノウハウ ノウハウ ノウハウ
ノウハウ

ノウハウ

設計プロセスの理解（モデル化）

ベテランは多忙で、手順書を

整備する暇がありません
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プロセス分析のプロセスを考える

タスクを書出す

タスクを線でつなぐ

多くのBPM Toolが支援

しているのはこの部分順序をあれこれ入れ替える

プロセスの書出し・清書

業務プロセスの可視化は手作業より、頭の作業がたいへんです

複数人が関与するプロセスだとさらに

基本的仕事の流れ

を想起する

流れを適当なタスク

に分解する

案件ごとの差異を

想起する

タスク順序に矛盾

がないかcheck

プロセスの想起・検討

タスクの抜け・モレ・

ダブリをcheck

頭

手

i-DSMはここも支援

授受情報の抜け・

モレ・ダブリをcheck

箱と線

分析手法
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業務プロセスを従来手法（フローチャートetc.）で扱うと

問題点：

確かにそうなっています。非常に複雑です。

で、どこをどう直せば良いのですか？

チャート描きに労力かかる割りに、

Findingが得にくい

4.DR0 7.DR1DS04.DS03.DS01.DS02. DS32.. DS29.DS05.DS03.DS01.DS02. DS32.

フローチャートは煩雑で、演算機能も無いの

で精査に向きません。よって、モデル表現は

後頁のDSMを用います

分析手法
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キャリッジキャリッジキャリッジキャリッジﾞ゙゙゙設計設計設計設計　　　　分析分析分析分析 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15商品企画 1 ×Head仕様（開発済み） 2 ○ ×プリンターレイアウト 3 ○ × ○ ○ ○キャリッジ走行幅 4 ○ ○ × ○キャリッジ加減速パターン図 5 ○ ○ ×ギアトレイン設計 6 ○ ×ステッピングモータ選定 7 ○ ○ ×キャリッジ振動シミュレーション 8 ○ ○ ○ ×試作機 製作・評価テスト 9 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○パワーユニット仕様 10 ○ ○ × ○回路設計 11 ○ ○ ○ × ○基板 実装形状 12 ○ ×起動・停止パルステーブル 13 ○ ○ ○ ×ホームポジション検出プログラム 14 ○ ○ ○ ×メカ制御プログラム 15 ○ ○ ×
キャリッジキャリッジキャリッジキャリッジﾞ゙゙゙設計設計設計設計　　　　分析分析分析分析 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15商品企画 1 ×Head仕様（開発済み） 2 ○ ×キャリッジ走行幅 3 ○ ○ × ○キャリッジ加減速パターン図 4 ○ ○ ×キャリッジ振動シミュレーション 5 ○ ○ ○ ×ギアトレイン設計 6 ○ ×ステッピングモータ選定 7 ○ ○ ×回路設計 8 ○ ○ ○ × ○起動・停止パルステーブル 9 ○ ○ ○ ×パワーユニット仕様 10 ○ ○ ○ ×基板 実装形状 11 ○ ×プリンターレイアウト 12 ○ ○ ○ ○ ×ホームポジション検出プログラム 13 ○ ○ ○ ×メカ制御プログラム 14 ○ ○ ×試作機 製作・評価テスト 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

仕分け後ＤＳＭ初期ＤＳＭ

i-DSMはDSMの応用技術です。DSM はループを含むプロセスを可視化・最適化する手法で、

フローチャートより一覧性に優れます。プロセス順序を入れ替え、ループに関わるプロセスを近

傍に集めて明確にする（仕分ける）演算機能（パーティショニング）が特徴です。

i-DSM手法（プロセス設計）

ループが明確になり、プロセスの流れ・

過不足・業務分担などが検討しやすい

情報をもらうプロセス列に

印をつける（矢印のかわり）

IPO：Input, Process, Output

部門部門部門部門 人数人数人数人数 時間時間時間時間 No.PxxxNo.PxxxNo.PxxxNo.Pxxx ProcessProcessProcessProcess名名名名 Input DataInput DataInput DataInput Data名名名名 Output DataOutput DataOutput DataOutput Data名名名名X 1 0.5 P001 １．XX検討 XXX AAAABBB1 DDDDX 1 0.5 P002 ２．歩行者保護EEEE作成 AAAA EEEEBBBB FFFFCCCCX 1 0.5 P003 ３．歩行者保護GGGG作成 FFFF GGGGDDDD HHHHZZZY 2 0.5 P004 ４．歩行者保護JJJJ作成 LLLL JJJJEEEE KKKKDDDDY 1 1 P005 ５．ｻｲﾄﾞﾙｰﾌ基本形状作成 PPPP LLLLKKKK MMMMGGGGY 1 0.5 P006 ６．Aピラー障害角の自動計測 DDDD NNNNLLLLCCC1Z 1 2 P007 ７．YY検討 AAAA PPPPFFFFKKKKＺ 1 1.5 P008 ８．ZZZ形状作成 NNN1 ZZZGGGGZ 2 0.5 P009 ９．CC形状作成 ZZZ CCC1FFFF
連鎖IPO

i-DSMによる（半自動）

プロセス設計ループ

扱えるプロセス数は

30-50（2005文献）

IPOの導入と演算の工夫で

上記問題を解決し、設計の現場

で使えるようにしたのがi-DSM

DSMの難点：

升目はプロセス数の二乗

手順は階乗で増加

モデル作成工数

と演算量爆発

分析手法



Copyright © 2012 PSJ All Rights Reserved 13

１．XX検討 ２．歩行者保護EEEE作
成 ８．ZZZ形状作成 ３．歩行者保護GGGG作

成 ７．YY検討 ４．歩行者保護JJJJ作
成

５．ｻｲﾄ゙ﾙーﾌ基本形状作
成

６．Aピラー障害角の自
動計測 ９．CC形状作成X M Ｚ M Ｙ M K K Z１．XX検討 X ×２．歩行者保護EEEE作成 M ○ ×８．ZZZ形状作成 Ｚ × ○３．歩行者保護GGGG作成 M ○ ○ ○ ×７．YY検討 Ｙ ○ ○ × ○４．歩行者保護JJJJ作成 M ○ ○ ○ ×５．ｻｲﾄﾞﾙｰﾌ基本形状作成 K ○ ○ ×６．Aピラー障害角の自動計測 K ○ ○ ×９．CC形状作成 Z ○ ○ ×

○○○○列を行に一致させる手戻り数最小化
行を列に一致させる

ループ高さ最小化ループ検索 集約ループグループループ番号をCへ変1 1数 色ループ高さ最小化インポートエクスポート
11 部門 人数 時間法規 1 標準 1 0前機種 2 管図 1 0AAAA仕様　検討 3 商品計画 1 0.5歩行者保護EEEE形状 4 商品計画 1 0.5歩行者保護GGGG計算 5 商品計画 1 0.5ZZZ形状作成 10 協力会社 1 1.5ボンネットJJJJ形状 6 ボデー設計2 0.5PP検討 9 協力会社 1 2Aピラー障害角検討 7 ボデー設計1 1CC形状作成 11 協力会社 2 1ｻｲﾄﾞﾙｰﾌ基本形状作成 8 ボデー設計1 1.5

0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

部門部門部門部門 人数人数人数人数 時間時間時間時間 No.PxxxNo.PxxxNo.PxxxNo.Pxxx ProcessProcessProcessProcess名名名名 Input DataInput DataInput DataInput Data名名名名 Output DataOutput DataOutput DataOutput Data名名名名X 1 0.5 P001 １．XX検討 XXX AAAABBB1 DDDDX 1 0.5 P002 ２．歩行者保護EEEE作成 AAAA EEEEBBBB FFFFCCCCX 1 0.5 P003 ３．歩行者保護GGGG作成 FFFF GGGGDDDD HHHHZZZY 2 0.5 P004 ４．歩行者保護JJJJ作成 LLLL JJJJEEEE KKKKDDDDY 1 1 P005 ５．ｻｲﾄﾞﾙｰﾌ基本形状作成 PPPP LLLLKKKK MMMMGGGGY 1 0.5 P006 ６．Aピラー障害角の自動計測 DDDD NNNNLLLLCCC1Z 1 2 P007 ７．YY検討 AAAA PPPPFFFFKKKKＺ 1 1.5 P008 ８．ZZZ形状作成 NNN1 ZZZGGGGZ 2 0.5 P009 ９．CC形状作成 ZZZ CCC1FFFF
DSM

ガントチャートガントチャートガントチャートガントチャート

連鎖連鎖連鎖連鎖IPOシートシートシートシート

1. 各IPO名を思いつくまましゃべる（書き出す）

2. DSMとガントチャートで最適順序、人員配置などを検討

3. 整流化された連鎖IPOシートはそのまま設計手順書

Viewer・検討Tool

知識の実体は１箇所に

変更管理が容易

リモートで参加できる

i-DSM手法（プロセス設計）

i-DSMによる（半自動）

プロセス設計ループ

構造が少しでも見えるように

なると衆知が集まってくる

分析手法

関連ナレッジにリンクを張る

ノウハウ、工数も
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プロセスＪ

出力情報 Ｊ２ 入力情報

入力 出力作業

プロセスＫ

入力情報 D２

出力情報 Ｋ１

出力情報 Ｋ２

入力情報 Ｃ１

出力情報 Ｊ１

入出力状況

I P O

（ノウハウ）

（ノウハウ）

順序は後回しなので、各プロセスのIPO（ノウハウ）把握に集中できる、情報精度が上がる

データストア

法規、標準部品

コスト情報

実験データ etc.

制約条件

力学、現象

材料、加工法、熱処理

磨耗、潤滑、表面処理

組み立て、搬送、設置

保守、廃棄 etc.

必要Input、プロセス構造

に影響を与える

新人は手順書（連鎖IPOシート）を整備しながら先輩から制約条件（ノウハウ）を学ぶ
OJTのなかで手順書の精度を上げていく

コンサルは制約条件を念頭に設計談義を繰り返し、暗黙のプロセスを掘り起こす

ソフト・エレキより

抽象化が困難な原因

i-DSM手法（プロセス設計）
分析手法
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フロントローディングへの寄与

<
なぜ米国は工数減に

つながらないのに

3D CADを入れるのか？

よく見られるフロントローディング概念図

工数ピークは従来と同じ

で済むのでしょうか？

道具をいれただけで

は難しいと考えます

余談

設計部の生産性を考える

仏（ITシステム・ツール） 魂（業務プロセス優劣） 設計手法

参考資料：3D CADの製品開発プロセス能力への影響 2003 延岡

？

フロントローディングの

現場はどうなっているか？

Copyright © 2012 PSJ All Rights Reserved 16

C1 C2

Bさん

Cさん

Aさん

無闇な設計期間短縮は工数増を招く

Bさん

Cさん

Aさん

C

1

C

2

開発Phase

実際の期間に

入らない事多し

本情報で修正

手戻り工数増

A,Bいづれが遅れても

期限に間に合わず

A,BとCの設計不整合
のまま次Phaseへ

i-DSM

１次分析

実際の作業

（２次分析）

期限遵守優先で保守的な設計に

被害者意識

創造性を発揮する余地減少

エンジニアでなくチェンジニア

仮決め情報で

ダミー作業

作業の自動化推進

補助者のアサイン

仕事のローテーションetc.

仕様変更

日本ならではの

現場が頑張る

風土

追っかけ設変

米国から見ると

コンカレント

開発だ！

プロセス可視化でCさん及び作業

項目を特定する

Cさんの要望を上流に投げておく

殿を務める設計者の負荷軽減策が必要

クリティカルパス、ボトルネック

の把握・改善は勿論ですが

手戻り作業

の伝播
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No.No.No.No. P001 P002 P003 P004 P005 P006 P007 P008 P009 P010 P011 P012 P013 P014 P015
ProcessProcessProcessProcess名名名名 商品企画 Head仕様（開発

済み） キャリッジ走行幅 キャリッジ加減速
パターン図

キャリッジ振動シ
ミュレーション ギアトレイン設計 ステッピングモー

タ選定 回路設計 起動・停止パル
ステーブル パワーユニット仕

様 基板 実装形状 プリンターレイア
ウト

ホームポジション
検出プログラム メカ制御プログラ

ム
試作機 製作・評
価テスト

データデータデータデータ名名名名印字スループット目標 O I I印字解像度(DPI) O I I必要印字幅 O I振動・騒音レベル O I I用紙サイズ（はがき - B4)O Iプリンター横幅　目標 O I

合理的調整の仕組み

Specが必要な時期
早期 終期

S
p
e
c
を
必
要

と
す
る
プ
ロ
セ
ス
数

印字スループット

目標

印字解像度

(DPI)

必要印

字幅

振動・騒

音レベル

用紙サイズ

プリンター横幅

目標

構想設計プロセスから見たSpec重要度と依存関係

少

多

補足：構想設計プロセスとサプライヤー

選定プロセス（時期）の連携を検討する

にも有効

施策1
QFDは企画から設計への１方向だが
設計から企画へSpec優先順位を提示し

相互理解を図る

施策2
Spec Priority Confirmation （AHPの改良版）特許出願済み
顧客や商品企画の思っているSpec間優先順位を数値化する

（数値で記録することでコロコロ変更に歯止めをかける）

i-DSM分析
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日本 イノベーション＝技術革新

外資 イノベーション＝儲け方革新（技術革新はその手段）

一品物（受注生産）の世界

顧客への過剰（御用聞き）対応？

ささいな仕様違いで類似図面の山

モジュール化推進

浮いた設計時間で

革新的（0から1）技術開発
利益率UP

開発スピードUP

いつまでも、“擦り合せが競争力の源泉だ”と言っていられない

技術だけでなく儲ける仕組み研究にも注力すべき

儲ける仕組み研究費

技術とビジネスを結びつける目利き

１．Spec Priority Confirmation

で重要度を把握し、メリハリをつける

２．i-DSMで仕様と設計プロセスモジュール

（ループ）・構成部品の依存関係を見極めて

モジュール決定

仕様 重要度把握 実現方法

A 0.4 フルカスタマイズ

B 0.2 フルカスタマイズ

C 0.1 モジュール組合せ

D 0.1 モジュール組合せ

E 0.1 モジュール組合せ

F 0.1 モジュール組合せ

アップル

ダイソン
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構想設計

フロントローディングの波はさらに上流へ

マーケティング

製品戦略

Product Objective

Function Spec

構想（レイアウト）図 部品図

詳細設計企画(仕様設計）

メカ仕様

エレキ仕様

ソフ仕様

機能・コスト・価格

生産

製品

設

計

品

質

完

成

度
下流要件の取り込み

課題：

後ろは決まっているのに、仕様決定がずるずる遅れる

船頭が多過ぎる為、仕様がしばしば変わる

構想とのすり合わせに時間がかかる

仕様決定のロジックが不透明（他社製品のいいとこどり）

VoC

企画品質の向上

成

果

物

３D活用

・Ｄｅｓｉｇｎ Ｒｅｖｉｅｗ

・設計テンプレート

・Rapid Prototype
・Simulation

etc.

i-DSM によるプロセス・

知識の可視化・伝承

設計者の仕事は増える一方（安全、環境

アセスetc.）だが、前と後ろの板ばさみ

合理的調整

モジュール化推進
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ご清聴ありがとう

ございました

本日はi-DSMの基本概念をご紹介しました。

実運用では多々工夫を重ねています。

設計に限らず、業務改善に使ってみたいと思われる方は下記までご連絡下さい。

プロセス設計塾（PSJ） 西本明弘

ak246010@yahoo.co.jp




